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１. 調査の目的

２. 調査方法

(1) 調査対象者

行田市在住・在勤・在学の方

(2) 調査期間

令和６年１１月１５日（金曜日）から１２月２日（月曜日）までの１８日間

(3) 調査の実施方法

ＷＥＢアンケート方式（行田市電子申請・届出サービスによる回答）

(4) 回答数

２９２件（すべてＷＥＢアンケートによる回答）

３. 注意点

Ⅰ アンケート調査の概要

　市では、一人ひとりが性別に関わらず、個性や能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」を
実現するための指針として、「ぎょうだ男女共同参画プラン」を策定しています。この調査は、皆
さまに男女共同参画に関するお考えやご意見をお伺いし、今後の計画改定の基礎とすることを目的
として実施しました。

　各設問の母数（調査の元になる数）は、（ｎ＝）で表記しています。

　構成比は小数点第２位を四捨五入しているため、合計しても必ず１００とならない場合があり
　 ます。
　その他の内訳はできる限り原文のまま記載していますが、アンケート全体で統一するため、一部
　 表現を修正しています。

2



１．回答者の属性

(1)年齢（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

17歳以下 3 1.0%

18～29歳 33 11.3%

30～39歳 50 17.1% 1.0% 11.3% 17.1% 19.9% 30.1% 12.7% 7.9%

40～49歳 58 19.9%

50～59歳 88 30.1%

60～69歳 37 12.7%

70歳以上 23 7.9%

(2)性別（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

女性 160 54.8%

男性 127 43.5%

その他／回答しない 5 1.7%

(3)住まい（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

市内 253 86.6%

市外 39 13.4%

6
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Ⅱ アンケート調査の結果
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(4)職業（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

①
職業を持っていない
(専業主婦、専業主夫、無職等)

48 16.4%

② 学生 10 3.4%

③ 会社員、団体職員 76 26.0%

④ 公務員、教職員 95 32.5%

⑤ 自営業 15 5.1%

⑥
パート、アルバイト、派遣社
員、内職等

46 15.8%

⑦ その他 2 0.7%

【その他の内訳】
・年金受給者。
・無職。

(4-1)就労していない理由（選択式）［回答必須］

(n=48)

回答数 構成比

① 出産・育児のため 6 12.5%

② 介護のため 2 4.2%

③
自分に合う仕事が見つからな
い

7 14.6%

④ 定年のため 20 41.7%

⑤ 健康上の理由のため 5 10.4%

⑥ 特に就労しようとは思わない 4 8.3%

⑦ その他 4 8.3%

　(4)で①と回答した方に、就労していない理由について、７つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきまし
た。

【その他の内訳】
・介護のため離職から定年に到達。
・妊活のため。
・障害者のため。
・仕事で不在の配偶者と、将来設計に関することなど、話し合いができないでいるため。

①
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③
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④
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⑤

10.4%

⑥

8.3%

⑦

8.3%
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(5)婚姻状況（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

① 結婚している 217 74.3%

②
結婚していないが
パートナーと暮らしている

6 2.1%

③ 離別 14 4.8%

④ 死別 9 3.1%

⑤ 未婚 46 15.8%

(5-1)配偶者・パートナーの職業（選択式）［回答必須］

(n=223)

回答数 構成比

①
職業を持っていない
(専業主婦、専業主夫、無職等)

38 13.0%

② 会社員、団体職員 91 31.2%

③ 公務員、教職員 41 14.0%

④ 自営業 17 5.8%

⑤
パート、アルバイト、
派遣社員、内職等

35 12.0%

⑥ その他 1 0.3%

【その他の内訳】
・知らない

(6)世帯（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

① 1人暮らし 32 11.0%

②
夫妻のみ・本人とパートナーの
み

70 24.0%

③
2世代世帯【自分(夫妻)と子ど
も、自分(夫妻)と親　など】

156 53.4%

④
3世代世帯【親と自分(夫妻)と
子ども、自分(夫妻)と子ども
と孫　など】

28 9.6%

⑤ その他 6 2.1%

　(5)で①または②と回答した方に、配偶者・パートナーの職業について、６つの選択肢の中から１つだけ選んで
いただきました。

【その他の内訳】
・（独身のため）親ときょうだいと自分。
・両親と姉弟。
・自分の両親。
・自分と親と妹と甥と姪。
・個人情報に当たるので無回答。
・夫妻と子ども。

①

74.3%

②

2.1%

③

4.8%

④

3.1%

⑤

15.8%

①

13.0%

②

31.2%

③

14.0%

④

5.8%

⑤

12.0%

⑥

0.3%

①

11.0%

②

24.0%

③

53.4%

④

9.6%

⑤

2.1%
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２．男女平等の状況

(1)男女の地位の平等感（選択式）［回答必須］

(a)家庭生活（家事・育児・介護等）

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 87 29.8%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

126 43.2%

③ 平等 36 12.3%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

19 6.5%

⑤ 女性の方が優遇されている 9 3.1%

⑥ わからない 15 5.1%

(b)職場

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 78 26.7%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

100 34.2%

③ 平等 74 25.3%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

22 7.5%

⑤ 女性の方が優遇されている 8 2.7%

⑥ わからない 10 3.4%

(c)学校教育の場

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 8 2.7%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

39 13.4%

③ 平等 178 61.0%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

13 4.5%

⑤ 女性の方が優遇されている 3 1.0%

⑥ わからない 51 17.5%

・“①男性の方が優遇されている”“②どちらかといえば男性の方が優遇されている”と回答した方が合計で
　60.96%となっています。

・６割を超える方が“③平等”と回答しています。

・“①男性の方が優遇されている”“②どちらかといえば男性の方が優遇されている”と回答した方が合計で
　72.95%となっています。

　家庭生活や職場など計８項目の男女の地位の平等感について、６つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきま
した。

①

29.8%

②

43.2%

③

12.3%

④

6.5%

⑤

3.1%

⑥

5.1%

①

26.7%

②

34.2%

③

25.3%

④

7.5%

⑤

2.7%

⑥

3.4%

①

2.7% ②

13.4%

③

61.0%

④

4.5%

⑤

1.0%

⑥

17.5%
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(d)政治の場

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 159 54.5%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

74 25.3%

③ 平等 35 12.0%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

4 1.4%

⑤ 女性の方が優遇されている 1 0.3%

⑥ わからない 19 6.5%

(e)法律や制度上

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 62 21.2%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

74 25.3%

③ 平等 120 41.1%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

14 4.8%

⑤ 女性の方が優遇されている 4 1.4%

⑥ わからない 18 6.2%

(f)社会通念・習慣・しきたりなど

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 117 40.1%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

121 41.4%

③ 平等 35 12.0%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

4 1.4%

⑤ 女性の方が優遇されている 4 1.4%

⑥ わからない 11 3.8%

・“①男性の方が優遇されている”“②どちらかといえば男性の方が優遇されている”と回答した方が合計で
　79.79%となっています。

・“③平等”と回答した方が４割を超える一方、半数近くの方が“①男性の方が優遇されている”“②どちらかと
　いえば男性の方が優遇されている”と回答しています。

・“①男性の方が優遇されている”“②どちらかといえば男性の方が優遇されている”と回答した方が合計で
　81.51%となっています。

①

54.5%
②

25.3%

③

12.0%

④

1.4%

⑤

0.3%
⑥

6.5%

①

21.2%

②

25.3%

③

41.1%

④

4.8%

⑤

1.4%

⑥

6.2%

①

40.1%

②

41.4%

③

12.0%

④

1.4%

⑤

1.4%
⑥

3.8%
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(g)地域活動の場（自治会やPTA等）

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 67 22.9%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

88 30.1%

③ 平等 68 23.3%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

32 11.0%

⑤ 女性の方が優遇されている 4 1.4%

⑥ わからない 33 11.3%

(h)社会全体として

(n=292)

回答数 構成比

① 男性の方が優遇されている 75 25.7%

②
どちらかといえば男性の方が
優遇されている

142 48.6%

③ 平等 39 13.4%

④
どちらかといえば女性の方が
優遇されている

18 6.2%

⑤ 女性の方が優遇されている 5 1.7%

⑥ わからない 13 4.5%

・“①男性の方が優遇されている”“②どちらかといえば男性の方が優遇されている”と回答した方が合計で
　74.32%となっています。

・半数以上の方が“①男性の方が優遇されている”“②どちらかといえば男性の方が優遇されている”と回答して
　います。

①

22.9%

②

30.1%

③

23.3%

④

11.0%

⑤

1.4%

⑥

11.3%

①

25.7%

②

48.6%

③

13.4%

④

6.2%

⑤

1.7%

⑥

4.5%

8



３．家庭生活

(1)「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

① 賛成 15 5.1%

② どちらかといえば賛成 39 13.4%

③ どちらかといえば反対 81 27.7%

④ 反対 128 43.8%

⑤ わからない 29 9.9%

(1-1)．賛成と思う理由（選択式）［回答必須］

(n=110)

回答数 構成比

①
日本の伝統的な家族の在り方
だと思うから

13 11.8%

②
自分の両親も役割分担をして
いたから

6 5.5%

③
夫が外で働いた方が、多くの
収入を得られると思うから

24 21.8%

④
妻が家庭を守った方が、子ど
もの成長などにとって良いと
思うから

32 29.1%

⑤
育児・介護・家事と両立しな
がら、妻が働き続けることは
大変だと思うから

30 27.3%

⑥ その他 5 4.5%

　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について、５つの選択肢の中から１つだけ選んでいただき
ました。

・“①賛成”“②どちらかといえば賛成”と回答した方が合計で18.49%、“③反対”“④どちらかといえば反対”
　と回答した方が合計で71.58%となっています。

　(1)で①または②と回答した方に、賛成と思う理由について、６つの選択肢の中から当てはまるものをすべて選
んでいただきました。

【その他の内訳】
・ただ、一馬力だと家計に入る収入が少ないためで、女性が経済的ＤＶを受ける傾向が高いと感じる。
・私感。
・悔しいが妻の方が子育てに向いていると感じることが多いから。
・夫妻のどちらか一方の収入だけで生活できる社会が望ましい。夫妻のどちらが家にいても良い。
・それぞれの特性を活かして、役割分担した方が効率的　男女の平等に拘り過ぎると逆に非効率でお互いストレス
　になる拘りたい人が拘れば良いと思います。人生、環境、職業、子持ち、独身で、それぞれのステージでも、
　平等の種類は変わる。拘り過ぎて選択肢が無い事は、幸せと言えない。

・“④妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから”と回答した方が32名と最も多く、次い
　で“⑤育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから”“③夫が外で働いた方が、
　多くの収入を得られると思うから”の順で高い水準となっています。

①

5.1% ②

13.4%

③

27.7%

④

43.8%

⑤

9.9%

①13 

②6 

③24 

④32 

⑤30 

⑥5 
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(1-2)．反対と思う理由（選択式）［回答必須］

(n=474)

回答数 構成比

① 男女平等に反すると思うから 95 20.0%

②
自分の両親も外で働いていた
から

27 5.7%

③
夫も妻も働いた方が、多くの
収入が得られると思うから

79 16.7%

④
妻が働いて能力を発揮した方
が、個人や社会にとって良い
と思うから

62 13.1%

⑤
育児・介護・家事と両立しな
がら、妻が働き続けることは
可能だと思うから

35 7.4%

⑥
固定的な夫と妻の役割分担の
意識を押しつけるべきではな
いから

161 34.0%

⑦ その他 15 3.2%

・“⑥固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから”と回答した方が161名と最も多く、次い
　で“①男女平等に反すると思うから”“③夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思うから”の順で高い
　水準となっています。

【その他の内訳】
・その家族や生活単位によって、最適と思われる生活スタイルは異なると思うから。
・あらゆる適性は人それぞれであるから・才能に合わせて働ければ良いと思う。
・なぜ自分のやることを性別で分けられなければならないのかわからない。
・個人の能力は男女関係ない。
・昔と今の働き方はかなり違うし多様化してる。賛成か反対かはもう一般的ではない。
・家庭は夫婦で守るものだから。
・自分達も共働きだったから。
・共働きしないと収入的にやっていけないから仕方なく。
・その家の状況で働きたければ働けば良いと思う。
・妻が働くか家庭を守るかは各家庭で考えることだと思うから。
・平等では無いと思うが、伝統やしきたり、体力的なことを含むと男仕事、女仕事の役割りがあるから。
・「夫だから」「妻だから」と印象付けるのはよくないと思うから。
・でも家庭内の家事と仕事学校のPTAの両立は本当に大変です。

　(1)で③または④と回答した方に、反対と思う理由について、７つの選択肢の中から当てはまるものをすべて選
んでいただきました。

①95 

②27 

③79 

④62 

⑤35 

⑥161 

⑦15 
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(2)家庭での役割分担（選択式）［回答必須］

(a)育児（子どもの世話、しつけ、教育など）

(n=292)

回答数 構成比

① 互いに半々 132 45.2%

② 自分が多くを担う 31 10.6%

③ 配偶者が多くを担う 18 6.2%

④
外部サービスを利用しながら
互いに半々

86 29.5%

⑤
外部サービスを利用しながら
自分が多くを担う

9 3.1%

⑥
外部サービスを利用しながら
配偶者が多くを担う

4 1.4%

⑦ その他 12 4.1%

(b)介護

(n=292)

回答数 構成比

① 互いに半々 105 36.0%

② 自分が多くを担う 16 5.5%

③ 配偶者が多くを担う 8 2.7%

④
外部サービスを利用しながら
互いに半々

122 41.8%

⑤
外部サービスを利用しながら
自分が多くを担う

12 4.1%

⑥
外部サービスを利用しながら
配偶者が多くを担う

5 1.7%

⑦ その他 24 8.2%

(c)育児・介護以外の家事

(n=292)

回答数 構成比

① 互いに半々 152 52.1%

② 自分が多くを担う 37 12.7%

③ 配偶者が多くを担う 27 9.2%

④
外部サービスを利用しながら
互いに半々

58 19.9%

⑤
外部サービスを利用しながら
自分が多くを担う

4 1.4%

⑥
外部サービスを利用しながら
配偶者が多くを担う

5 1.7%

⑦ その他 9 3.1%

　育児、介護、育児・介護以外の家事の３項目の家庭での役割分担について、７つの選択肢の中から１つだけ選ん
でいただきました。

・“①互いに半々”“④外部サービスを利用しながら互いに半々”と回答した方が合計で74.66%となっています。

・“①互いに半々”“④外部サービスを利用しながら互いに半々”と回答した方が合計で77.74%となっています。

・“①互いに半々”“④外部サービスを利用しながら互いに半々”と回答した方が合計で71.92%となっています。

①

45.2%

②

10.6%

③

6.2%

④

29.5%

⑤

3.1%

⑥

1.4%

⑦

4.1%

①

36.0%

②

5.5%
③

2.7%

④

41.8%

⑤

4.1%

⑥

1.7%

⑦

8.2%

①

52.1%

②

12.7%

③

9.2%

④

19.9%

⑤

1.4%

⑥

1.7%

⑦

3.1%
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(3)男性が家事・育児・介護・地域活動に積極的にたずさわるために必要な事項（選択式）［回答必須］

(n=1096)

回答数 構成比

① 男性自身の抵抗感をなくす 148 13.5%

② 女性の抵抗感をなくす 54 4.9%

③
夫婦や家族間で分担について
十分話し合う

138 12.6%

④
年配者や周りの人が夫婦の分
担等について当事者の考え方
を尊重する

112 10.2%

⑤
社会の中で、男性による育
児・家事などについても、そ
の評価を高める

143 13.0%

⑥ 職場における理解を進める 177 16.1%

⑦
勤務時間の弾力化、労働時間
の短縮、休暇制度の普及等を
図る

176 16.1%

⑧ 啓発や情報提供を行う 59 5.4%

⑨
男性が育児・家事などを行う
ための仲間づくりやネット
ワークづくりを進める

71 6.5%

⑩ その他 15 1.4%

⑪
家事・育児・介護に双方がた
ずさわる必要はない

3 0.3%

・“⑥職場における理解を進める”と回答した方が177名と最も多く、次いで“⑦勤務時間の弾力化、労働時間の
　短縮、休暇制度の普及等を図る”“①男性自身の抵抗感をなくす”の順で高い水準となっています。

　男性が家事・育児・介護・地域活動に積極的にたずさわるために必要な事項について、１１個の選択肢の中から
当てはまるものをすべて選んでいただきました。

【その他の内訳】
・企業や管理者側がその価値を認め、そうした活動へ参加することに対して嫌な顔をしない、支援する。
・家事や介護は男女とも平等な対応ができるが、育児はホルモンの関係もあることから女性が望ましいと考える。
・男性社員の育休取得が社会全体で当たり前な考えになること。
・男性が女性の入浴介助は必ずといっていい程女性にと言われます。今は知的障害の方のお世話に携わっており
　ます。
・金銭的に余裕のある社会にする必要がある。
・意識。やれることをやる。忙しい、時間がない、そんなことはない、全部言い訳。
・自治会やPTAは、当番ではなく仕事として雇えば良い。
・自治会やPTAに参加した際、男性という理由で重要な役割を押し付けない配慮が必要。
・自身の共同参画を望まない女性が多くいるため女性自身が変わらないとダメ。
・政治が良くなって懐が温かくなる事で余裕が出れば積極的に出ることが出来る。
・収入の減少を無くす。
・今迄の古い慣習をなくす。
・参加者に対して、国の補助金制度を確立させる。
・自治会長が男で自営業だから女性軽視が酷い。
・積極的に携わるどうこうではなく、今やるべきことやって欲しいことに気付いて動いてくれるほうがいい。

①148 

②54 

③138 

④112 

⑤143 

⑥177 

⑦176 

⑧59 

⑨71 

⑩15 

⑪3 
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(n=292)

回答数 構成比

① そう思う 121 41.4%

② どちらかといえばそう思う 115 39.4%

③
どちらかといえばそう思わな
い

24 8.2%

④ そう思わない 25 8.6%

⑤ その他 7 2.4%

(4)育児や介護、家事に女性の方がより多くの時間を費やしていることが、職業生活における女性の活躍が
   進まない要因と考えられていること（選択式）［回答必須］

　育児や介護、家事に女性の方がより多くの時間を費やしていることが、職業生活における女性の活躍が進まない
要因と考えられていることについて、５つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきました。

【その他の内訳】
・育児については、体のホルモンの関係から女性が望ましいと考える。
・要因はそれだけではないと思う。
・別問題。女性が職業生活をした場合にサポートしない男性が多すぎるだけ。家事なんて男性の方が向いている。
・その家その家の状況で臨機応変に対応すべき。
・単身の女性も多くなっているから、それだけの要因ではないと思う。
・どちらかというとそう思うに近いが、それだけでなく、女性自身出世を望んでいないこともあるように思う。
・女性の職場への活躍が進まなくても良い。

・“①そう思う”“②どちらかといえばそう思う”と回答した方が合計で80.82%となっています。

①

41.4%

②

39.4%

③

8.2%

④

8.6%

⑤

2.4%
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４．地域活動（自治会やＰＴＡ活動等）

(1)地域活動で参加している、または経験したことがあるもの（選択式）［回答必須］

(n=579)

回答数 構成比

① PTAや子ども会 141 24.4%

②
婦人会や男女共同参画に関す
る団体

12 2.1%

③ 町内会や自治会 172 29.7%

④ 老人クラブや高齢者の会 11 1.9%

⑤
NPOやボランティアなど公益的
な活動

38 6.6%

⑥ 教養・趣味の団体・サークル 67 11.6%

⑦ スポーツの団体・グループ 84 14.5%

⑧ その他 5 0.9%

⑨ 参加したことがない 49 8.5%

　地域活動で参加している、または経験したことがあるものについて、９つの選択肢の中から当てはまるものをす
べて選んでいただきました。

【その他の内訳】
・地域の子供を対象にしたお囃子会。
・いきいき元気サポートボランティアな為生活費用に支障があり、できませんでした。
・行田市の行事。
・職業に関連する団体。
・神社氏子会の年番。

・“③町内会や自治会”と回答した方が172名と最も多く、次いで“①PTAや子ども会”“⑦スポーツの団体・
　グループ”の順で高い水準となっています。

①141 

②12 

③172 

④11 

⑤38 

⑥67 

⑦84 

⑧5 

⑨49 

14



(2)女性が地域リーダーになるために最も必要な事項（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

①
女性自身の抵抗感をなくすこ
と

79 27.1%

② 男性の抵抗感をなくすこと 68 23.3%

③
啓発や情報提供・研修を行う
こと

27 9.2%

④
女性が一定の割合でなるよう
な取組を進めること

69 23.6%

⑤ その他 28 9.6%

⑥ 特にない 21 7.2%

・“①女性自身の抵抗感をなくすこと”と回答した方が27.05%と最も多く、ほとんど同じ水準で“④女性が一定の
　割合でなるような取組を進めること”“②男性の抵抗感をなくすこと”が続いています。

　女性が地域リーダーになるために最も必要な事項について、６つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきまし
た。

【その他の内訳】
・参加できる時間があるような労働時間になること。
・女性自身と男性の抵抗感両方をなくすこと。
・全ての人がリーダーに性別を意識しないようになる。
・女性が地域活動に参加できる時間を設けられるよう、労働時間や家事労働の負担を減らすべきだと思う。
・地域では、男女ともにリーダーは男性がやる雰囲気がある。女性もやらなくていいとの考えがある。
・男性、女性ともに抵抗感をなくすこと。
・別にリーダーにならなくていい。
・人の事を大事に大切に思う事、児童の養子縁組が近所は沢山いましたが、家族はもらいっ子などの評判をはねの
　け（文字数制限）
・女性の負担を減らすこと。余裕がなければ出来ないし、続きません。
・優秀なら性別は問わない。
・女性の家事、育児の負担軽減。
・能力があるのに女性だからという理由で外すのは違うと思うが、一定の割合になるよう能力リーダーにするのは
　お門違い。
・男性の意識改善。
・能力を認める環境。
・もしまだ女性がリーダーになれない環境があるならば、変なルールや古いしきたりのせい。変化を恐れる高齢者
（文字数制限）
・いまだに存在している女性部を無くすこと。
・本当に必要なのかを考える時が来ている。
・男性自体の抵抗感を無くすこととと女性はサポート役と言う固定観念を無くさなければならない。
・ボランティアではなく仕事として、雇えば良い。
・リーダーになった人に全ての負担を背負わせず皆んなで出来る事を協力する様なサポート体制をとる。
・個人の意識次第でいかようにもなると思います。
・自治会やPTAは必要ない。
・一人の人間として視野が広く公平さを持ち尊敬される「人柄」が大切だと思う。
・無理になる必要がない。
・今迄の古い慣習をなくす。
・男女平等の意識が根付かないと実現しない。
・地域活動に取り組めるよう、家庭における役割や仕事の負担が減ること。
・女性自身がそれを望んでいるかが大切である。

①

27.1%

②

23.3%③

9.2%

④

23.6%

⑤

9.6%

⑥

7.2%
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５．ＤＶ等

(1)次の暴力行為を受けたことがあるか（選択式）［回答必須］

(a)セクシュアル・ハラスメント

(n=292)

回答数 構成比

① たびたび受けている 4 1.4%

② 以前に受けたことがある 95 32.5%

③ 受けたことがない 190 65.1%

④ 言葉がわからない 3 1.0%

(b)夫(妻)や恋人など身近な人からの身体的暴力

(n=292)

回答数 構成比

① たびたび受けている 0 0.0%

② 以前に受けたことがある 34 11.6%

③ 受けたことがない 257 88.0%

④ 言葉がわからない 1 0.3%

(c)夫(妻)や恋人など身近な人からの精神的暴力

(n=292)

回答数 構成比

① たびたび受けている 13 4.5%

② 以前に受けたことがある 63 21.6%

③ 受けたことがない 214 73.3%

④ 言葉がわからない 2 0.7%

　セクシュアル・ハラスメントやＤＶに関する計５項目について、４つの選択肢の中から１つだけ選んでいただき
ました。

・“①たびたび受けている”“②以前に受けたことがある”と回答した方が合計で33.90%となっています。

・“①たびたび受けている”と回答した方はなく、“②以前に受けたことがある”と回答した方が11.64%となって
　います。

・“①たびたび受けている”“②以前に受けたことがある”と回答した方が合計で26.03%となっています。

①

1.4%

②

32.5%

③

65.1%

④

1.0%

①

0.0% ②

11.6%

③

88.0%

④

0.3%

①

4.5%
②

21.6%

③

73.3%

④

0.7%
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(d)夫(妻)や恋人など身近な人からの性的暴力

(n=292)

回答数 構成比

① たびたび受けている 0 0.0%

② 以前に受けたことがある 15 5.1%

③ 受けたことがない 276 94.5%

④ 言葉がわからない 1 0.3%

(e)ストーカー行為

(n=292)

回答数 構成比

① たびたび受けている 1 0.3%

② 以前に受けたことがある 37 12.7%

③ 受けたことがない 252 86.3%

④ 言葉がわからない 2 0.7%

・“①たびたび受けている”と回答した方はなく、“②以前に受けたことがある”と回答した方が5.14%となって
　います。

・“①たびたび受けている”“②以前に受けたことがある”と回答した方が合計で13.01%となっています。

①

0.0%
②

5.1%

③

94.5%

④

0.3%

①

0.3%
②

12.7%

③

86.3%

④

0.7%
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(2)暴力行為を受けた際の相談の有無（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

① 相談した 50 17.1%

②
相談したかったが、できな
かった

25 8.6%

③ 相談しようとは思わなかった 44 15.1%

④ 暴力行為を受けたことがない 173 59.2%

(n=119)

回答数 構成比

① 相談した 50 42.0%

②
相談したかったが、できな
かった

25 21.0%

③ 相談しようとは思わなかった 44 37.0%

(2-1)相談した人・場所（選択式）［回答必須］

(n=84)

回答数 構成比

① 家族・親戚 31 36.9%

② 友人・知人 27 32.1%

③ 警察 10 11.9%

④
行田市の相談窓口・電話相談
など

4 4.8%

⑤ 行田市以外の公的機関 4 4.8%

⑥ 医師・カウンセラー 3 3.6%

⑦ 民生委員 1 1.2%

⑧ 人権擁護委員 0 0.0%

⑨ 弁護士 1 1.2%

⑩ その他 3 3.6%

・“④暴力行為を受けたことがない”と回答した方は59.25%であり、暴力行為を受けたことがあると回答した方の
　うち、42.02%が誰かに相談したと回答しています。

　(2)で①と回答した方に、相談した人・場所について、１０個の選択肢の中から当てはまるものをすべて選んで
いただきました。

【その他の内訳】
・昔は民生委員の方がよく寄ってくれたので、今は何故か警察関係の親族の方と知り合う事が増えた。
・職場の上司、同僚。
・職場の保健師。

・“①家族・親戚”と回答した方が31名と最も多く、“②友人・知人”が続いています。

“④暴力行為を受けたことがない”を除いた結果は以下のとおりです。

　暴力行為を受けた際の相談の有無について、４つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきました。

①

17.1%

②

8.6%

③

15.1%

④

59.2%

①31 

②27 

③10 

④4 

⑤4 

⑥3 

⑦1 

⑧0 

⑨1 

⑩3 

①

42.0%

②

21.0%

③

37.0%

18



(2-2)相談できなかった理由に一番近いもの（選択式）［回答必須］

(n=69)

回答数 構成比

①
誰に相談したらよいかわから
なかったから

3 4.3%

②
恥ずかしくて誰にも言えな
かったから

5 7.2%

③
相談しても無駄だと思ったか
ら

19 27.5%

④
相談したことがわかると、
もっとひどい暴力を受けると
思ったから

2 2.9%

⑤
自分さえ我慢すれば何とか
やっていけると思ったから

10 14.5%

⑥ 世間体が悪いから 1 1.4%

⑦ 他人を巻き込みたくないから 5 7.2%

⑧
自分に悪いところがあると
思ったから

2 2.9%

⑨
相談するほどのことではない
と思ったから

20 29.0%

⑩ その他 2 2.9%

(3)暴力防止を図るために最も必要な取組（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

① 学校教育の充実 100 34.2%

② 家庭教育の充実 56 19.2%

③ 行政による学習機会の提供 18 6.2%

④
被害者相談や加害者へのカウ
ンセリングの充実

20 6.8%

⑤ 性犯罪の取り締まりの強化 61 20.9%

⑥
ＴＶやインターネットなどの
メディアの適切な利用方法の
学習機会の提供

26 8.9%

⑦ その他 5 1.7%

⑧ わからない 6 2.1%

【その他の内訳】
・選択肢のすべて必要。
・性犯罪者の指名公開。トイレ全体を男女共同にしているトイレを廃止。
・刑の厳罰化、暴力の定義拡大。
・絶対義務教育の場の充実。誰もが行う義務教育での教養。選択できる場の充実を図ってもまず集まらない。
・罰則の厳重化　日本は軽すぎる。

・“①学校教育の充実”と回答した方が34.25%と最も多く、次いで“⑤性犯罪の取り締まりの強化”“②家庭教育
　の充実”の順で高い水準となっています。

　(2)で②または③と回答した方に、相談できなかった理由に一番近いものについて、１０個の選択肢の中から１
つだけ選んでいただきました。

【その他の内訳】
・30年前は当たり前にあったから。
・自分で解決できることだから。

・“⑨相談するほどのことではないと思ったから”と回答した方が28.99%と最も多く、次いで“③相談しても無駄
　だと思ったから”“⑤自分さえ我慢すれば何とかやっていけると思ったから”の順で高い水準となっています。

　暴力防止を図るために最も必要な取組について、８つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきました。

①

34.2%

②

19.2%

③

6.2%

④

6.8%

⑤

20.9%

⑥

8.9%

⑦

1.7%

⑧

2.1%

①

4.3% ②

7.2%

③

27.5%

④

2.9%⑤

14.5%

⑥

1.4%

⑦

7.2%

⑧

2.9%

⑨

29.0%

⑩

2.9%
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６．人権

(1)「ＬＧＢＴ」という言葉（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

① 言葉の意味を知っている 248 84.9%

②
聞いたことはあるが、言葉の
意味まではよくわからない

34 11.6%

③ 聞いたことがない 10 3.4%

(2)性的少数者に対する配慮（選択式）［回答必須］

(n=292)

回答数 構成比

① 十分に配慮されている 27 9.2%

②
配慮されていると思う時があ
る

217 74.3%

③ まったく配慮されていない 48 16.4%

　「ＬＧＢＴ」という言葉について、３つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきました。

・“②聞いたことはあるが、言葉の意味まではよくわからない”“③聞いたことがない”と回答した方が合計で
　15.07%となっています。

　性的少数者に対する配慮について、３つの選択肢の中から１つだけ選んでいただきました。

・“①十分に配慮されている”“②配慮されていると思う時がある”と回答した方が合計で83.56%となってい
　ます。

①

84.9%

②

11.6%

③

3.4%

①

9.2%

②

74.3%

③

16.4%
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７．男女共同参画の推進

(1)市が男女共同参画推進のために力を入れるべき施策（選択式）［回答必須］

(n=1235)

回答数 構成比

①
広報紙やパンフレット等によ
る男女共同参画についての啓
発活動

95 7.7%

②
講演会や講座など、男女共同
参画についての学習機会の充
実

89 7.2%

③
学校での男女共同参画に関す
る教育の充実

181 14.7%

④
審議会等委員など政策方針決
定過程への女性の積極的登用

82 6.6%

⑤
職場における男女の均等な取
り扱いに関する企業等への働
きかけ

137 11.1%

⑥
保育園・学童保育室など子育
てサービスの充実

112 9.1%

⑦
高齢者や障がい者に対する介
護サービスの充実

103 8.3%

⑧
リモートワークなど多様な働
き方の周知

69 5.6%

⑨
就労情報の提供や職業訓練の
充実

54 4.4%

⑩
性の多様性についての啓発や
学習機会の充実

89 7.2%

⑪
女性に対する暴力の根絶・防
止に向けた取組の強化

79 6.4%

⑫ DV被害者等の相談事業の充実 65 5.3%

⑬
各種団体などの女性リーダー
の養成

65 5.3%

⑭ その他 15 1.2%

・“③学校での男女共同参画に関する養育の充実”と回答した方が181名と最も多く、次いで“⑤職場における
　男女の均等な取り扱いに関する企業等への働きかけ”“⑥保育園・学童保育室など子育てサービスの充実”の
　順で高い水準となっています。

　市が男女共同参画推進のために力を入れるべき施策について、１４個の選択肢の中から当てはまるものをすべて
選んでいただきました。

【その他の内訳】
・労働時間の短縮化、地域。
・家庭活動の価値の見直し、個人の選択を尊重する仕組み、週休３日制度の導入、時短勤務者への給与の改善、
　育休取得者への手当の改善、育児休暇や介護休暇の取得と理解の促進（それらは休暇と呼ばれるが休めるわけ
　ではないこと含めて）。
・減税と、給与を増やす。
・男女とも体のつくりが異なるため、すべて平等とはいかない。区別があるのは仕方ない。
・職場による。
・女性参画は必要ではない。
・優秀ならいい。性別は問わない。優秀でないのに性別で登用するのは反対。
・学校教諭等が起こした性犯罪については免許剥奪、過去に性犯罪歴がある人物は採用しない等、厳しい措置を
　とるべき。
・市の職員として、積極的に採用。
・まず知識と教養。そして環境。とにかく義務教育期間の子供主体で街づくりすること。そして還元できる場を
　提供すること。
・そもそも推進する必要があるのかわからない。個人の意識や考えや価値観に任せていいと思う。特に不平等は
　感じていない。選択しようとすれば誰でもいろいろ選べる時代だと思う。
・もっと違うところに税金を使うべき。
・無駄な事なので即刻解散するのが得策。防衛費より高く利権まみれの制度に用はない。
・至急に市の職員を男女半々にして、部課長も半々にする！市自ら範を垂れること。
・先ずは地域（自治会等）から意識及び慣習を根本的に変える活動。
・必要性の少ない政策は予算の無駄　社会保障や子育て（英検や給食の復活等）に使って欲しい。

①95 

②89 

③181 

④82 

⑤137 

⑥112 

⑦103 

⑧69 

⑨54 

⑩89 

⑪79 

⑫65 

⑬65 

⑭15 
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Ⅲ 使用した調査票
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埼玉県行田市佐間３丁目２３番６号
電話　０４８－５５６－９３０1
メール　viva@city.gyoda.lg.jp

ご協力ありがとうございました。

男女共同参画に関するＷＥＢアンケート調査報告書
令和７年１月

行田市人権・男女共同参画推進課
〒３６１－００３２


